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構成団体における⻭科⼝腔保健に関する取組概要 
 

 
今年度の⻭科⼝腔保健に関する取組と来年度の取組予定について、ご報告いただいた内容を記載

しています。 
 
 
◆⻭科⼝腔保健に関して市町村・関係機関・団体に期待される取組（第３期信州保健医療総合計画） 

 
○ 県⺠の⻭・⼝腔の健康づくりの推進に努めるとともに、それぞれの者が⾏う⻭・⼝腔の健康

づくりに関する活動と連携協⼒することが求められます。 
 
○ ⻭科検診、⻭科保健指導及びフッ化物応⽤の機会を確保・拡充することが求められます。 
 
○ ⻭・⼝腔の健康と全⾝の健康との関連について、普及啓発・健康教育等をさらに充実させる

ことが求められます。 
 

 ○ 市町村は、⻭科⼝腔保健計画の策定及び⻭科⼝腔保健に係る協議会の開催が求められます。 
 

 

＊「特になし」「未定」や空欄での報告については掲載していません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料３】 
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１ 今年度（令和７年度）の取組状況 
○ ⻭・⼝腔の健康づくりの推進   

団 体 名 内  容 

⻑野県⻭科医師会 

・全国健康保険協会（協会けんぽ）⻑野⽀部の広報誌への⻭科保健 
啓発記事の掲載︓年４回 

・⽇本⻭科医師会企画による「いい⻭の⽇」⻭科保健啓発記事の掲載 
・⻑野県薬剤師会協⼒による「お薬⼿帳」を活⽤した⻭科保健啓発 

ステッカーの配布 

⻑野県⻭科衛⽣⼠会 

・市町村（保育園）・障がい者施設・事業所健診等の⻭科⼝腔保健 
事業の委託・派遣 

・⻑野県栄養⼠会主催事業への協⼒ 
  北信⽀部 まちかど栄養相談室 
  佐久⽀部 ⾷べて健康・健⼝⻑寿 2026 
・保険でより良い⻭科医療を⻑野連絡会 県⺠公開講座 協⼒ 
・市町村等主催事業への協⼒ 
  健康まつり・学習会・こども広場 等 

⻑野県⻭科技⼯⼠会 特筆すべき取り組みは今年度⾏っていませんが、今後⻭科医師会か 
らの要請があれば協⼒する準備がございます。 

⻑野県看護協会 
・職員対象研修会 

⻭科医師会セミナー 
「健康⻑寿はお⼝から〜お⼝と全⾝疾患・オーラルフレイル〜」 

⻑野県栄養⼠会 

＜今年度の取組状況＞ 
１ ⾷べて健康・健⼝⻑寿 2026〜ご存じですか︖フレイル・オーラル 

フレイル〜の開催 
・⻑野県栄養⼠会佐久⽀部が主催となり佐久⻭科医師会、⻑野県⻭科 

衛⽣⼠会小諸佐久⽀部と共催でイベントを開催した。 
  ⽇時︓令和８年２⽉ 11 ⽇（水・祝⽇）10:30〜13:30 
  場所︓佐久市市⺠創錬センター 
  内容︓①体験・展⽰（⻭科医師会、⻭科衛⽣⼠会、栄養⼠会でそれぞ

れオーラルフレイルに関する無料相談、お⼝の体操、1 ⽇の
⾷事展⽰等） 

     ②⾷事とお⼝の相談（⻭科医師、⻭科衛⽣⼠、管理栄養⼠の 
アドバイス） 

     ③健⼝講座（⻭科医師、⻭科衛⽣⼠、管理栄養⼠による講話） 
２ 南信州デンタルフェスタ〜お⼝の健康から⾝体の健康へ〜への協⼒ 
 ・飯⽥下伊那⻭科医師会主催のイベントに協⼒ 
  ⽇時︓令和７年 11 ⽉ 
  場所︓飯⽥下伊那⻭科医師会 会員⻭科医療機関 
  内容︓噛むことの⼤切さ等についての資料を作成し、よく噛んで⾷べ

ることなどを Web により各⻭科医療機関において啓発した。 
３ 第 29 回上小「いい⻭の⽇フェスタ」への参加 
  ⽇時︓令和７年 11 ⽉ 30 ⽇（⽇） 13:00〜16:00 
  場所︓上小小県⻭科医師会館  
  内容︓シンポジウム「多職種でアプローチ オーラルフレイル対策」 

において、シンポジストとして参加した。 
４ ⻑野県⻭科衛⽣⼠会北信⽀部との⻑野県栄養⼠会北信⽀部と合同 

研修会を開催 
  ⽇時︓令和８年２⽉８⽇（⽇） 10:00〜12:00 
  場所︓⻑野市⽣涯学習センター 
  内容︓講演「⼦供たちの未来のために ⽣まれてから⼤切なこと 

〜ﾗﾃﾞｨｱﾝﾄﾍﾞｲﾋﾞｰ〜」 
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講師 ⻑野市 内⽥矯正⻭科医院院⻑ 内⽥春⽣ 先⽣ 

⻑野県学校保健会 ・⻑野県⻭科医師会地域保健部と養護教諭部会との懇談会の開催 
・⻑野県⻭科医師会地域保健部主催の⻭科保健研修会の受講 

⻑野県⻭科衛⽣⼠ 
養成校協議会 

・上⽥小県⻭科医師会主催︓ いい⻭のフェスタ参加 
・産業ミライフェス主催（UEDA 運営委員会）︓  

産業ミライフェス inUEDA 参加（⼝腔ケア方法説明等） 
・アリオ上⽥主催︓ 

アリオ防災フェス参加（災害時の⼝腔ケア方法、⼝腔ケア商品説
明） 
・ママフェスまつもと主催︓ おさんぽフェス（⻭科コーナー）参加 
・駒ヶ根市主催︓  

中学⽣向けキャリアフェス参加（⻭科衛⽣⼠職業紹介） 

⻑野県保険者協議会
（国保連合会） 

令和２年に「⾼齢者の保健事業と介護予防の⼀体的実施」が実施さ
れ、後期⾼齢者医療広域連合と市町村が連携のもと、後期⾼齢者の健
康維持・フレイル予防に関する事業を展開しているが、本会では国保
中央会より提供されている「⼀体的実施・KDB 活⽤⽀援ツール」を
⽤い、⼝腔機能低下防止を図ることを目的として、オーラルフレイ
ル・⼝腔機能低下のハイリスク者を抽出し、KDB システムを通じて
保健事業への活⽤に寄与している。 

また、各市町村の⻭・⼝腔健康づくり事業を⽀援するため、要望に
応じた資料作成も実施している。 

⻑野労働局 

労働安全衛⽣法（以下「安衛
法」。）第 66 条第３項に基づき、
関係事業主に義務付けられてい
る⻭科医師による健康診断実施
の指導。 

併せて、有所⾒者に対する⻭
科医師から意⾒聴取（安衛法第
66 条の４）及び所轄労働基準監
督署⻑への⻭科健診結果報告
（安衛法第 100 条）等の指導。
（リーフレットのとおり） 
 
 
 
 
 

 

⻑野産業保健総合⽀援 
センター 

令和７年 12 ⽉ 18 ⽇に⻑野県⻭科医師会の御協⼒により、「働く世
代の⼝腔保健と⾷⽣活」と題した産業保健研修をＷＥＢ方式により開
催した。 

なお、当該研修は、⼝腔管理に併せて、⻑野県栄養⼠会の御協⼒を
いただき、栄養管理の取組みについても研修の対象としている。 

⻑野県経営者協会 

⻭科⼝腔（健康づくり、検診・保健指導等含め）のみをテーマとし
た取組・事業等は⾏って  いないが、働き方改革や健康経営といっ
た経営・従業員管理の１つとして位置づけ、取り組んでいくことを呼
びかけている。同様に、連携協⼒として関係機関からの情報提供や、
例えばリーフレット等の配布希望などに協⼒することとしている。 

来年度以降に関しても、同様の連携協⼒を進めていくほか、本会で
⾏なう講演・研修等を全般的に進めていく中で、うまくテーマなどが
設定できるようであればその開催を検討していく。 
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（以下の各設問に関しても、同様の回答となります。） 

⻑野県介護援専門員 
協会 

○ケアプラン作成にかかわる研修会においての⻭科⼝腔項目の取り扱
い 

・実務研修フォローアップ研修（⻑野県社協と共催） 
・介護予防マネジメント新規事業所研修会「介護予防ケアプラン作成

の視点」（県委託事業） 

松本⻭科⼤学 

・⻑野県唯⼀の⻭科医師養成機関として、⻭科医学に関する教育・研
究・臨床に対して全⼒で取り組んできた。 

・⻭科衛⽣⼠専門学校の定員増員（100 名）を⾏い、⼊学者を⼤幅
に増加させた。 

・地域⻭科保健啓蒙活動の充実のため、独⾃の公開講座を開催すると
共に各種イベント（おさんぽフェスまつもと・泣き相撲などにおけ
る⻭科健診や⻭科相談）に参加した。 

信州⼤学医学部 
・⾷べる楽しみをささえる会の運営（研修会の開催）※参考資料 1 
・⻑野県⼝腔ケアネットワークの運営（オンライン研修会の開催） 
 ※参考資料２ 

⻑野県⾷⽣活改善推進
協議会 

・お⼝の健康推進員研修会への参加 
  ⻭科⼝腔保健の推進に協⼒するため研修会に参加し、お⼝の健康 

推進員に認定される会員の増加を図った。 
・お⼝の健康についての学習 
 会員の研修会でお⼝の健康について学びを深めた。 
・よく噛んで⾷べることの啓発 
  親⼦料理教室などを通じて、よく噛んで⾷べること、むし⻭に気 

をつけることを伝えている。 

⻑野県市⻑会 
（諏訪市） 

〇⻭科医師会への委託事業 
・⼝腔衛⽣指導者講習会 

介護職・医療職・⼀般市⺠が参加。 
今年のテーマは「笑えるお⼝の筋トレ」 

・オーラルフレイル予防講座 
 ⾼齢者福祉課が担当し、介護予防・⽇常⽣活総合⽀援事業とし

て、年に 2 回開催。 
・市内全小学校でフッ化物洗⼝を実施。 

⻑野県町村会 
（⻘⽊村） 

・地域包括⽀援センター事業である⾼齢者対象の運動教室の後に、
「⻭ッぴータイム」を実施。 

⻑野県⻭科衛⽣⼠会に依頼し、⻭科衛⽣⼠講話を 10 回/年 実施し
ている。参加者数は、回を重ねるごとに増えており、⻭や⼝腔機能に
対する関心が⾼まっている。運動教室後に実施することで、継続的な
参加に繋がっている。 
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○ ⻭科検診の推進や⻭科保健指導の機会の充実 
団 体 名 内  容 

⻑野県⻭科医師会 ・後期⾼齢者⻭科⼝腔健診等の TV やラジオ出演、各地域⻭科医師会
での啓発事業への助成 

⻑野県薬剤師会 

⻑野県が展開している県⺠⼀⼈ひとりの更なる健康増進を図るため
の施策「信州ＡＣＥプロジェクト」においても、Ｃ（チェック）の分
野で⽣活習慣病予防のために血圧の⾃己測定や健診受診を推奨してい
る。その⼀環として薬局の機能に期待が寄せられていることから、
「受けよう健診・⻭科チェック」「フレイル予防」「測ろう血圧」の声
かけ事業を展開している。 

 
「受けよう⻭科チェック」声かけ事業 
   ⻭科チェック受診の重要性についてポスターを掲⽰し、来局者
に「⻭科チェック受けていますか?」と声かけし、⻭科チェック受診
を促している。特に骨粗鬆症治療薬、糖尿病治療薬を服⽤している患
者に対して重点的に声かけを実施した。各薬局では、(⼀社)⻑野県⻭
科医師会の監修により作成した「お⼝のチェック項目」を⽤いて確認
している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⻑野県⻭科衛⽣⼠会 

〇市町村国保⻭科⼝腔保健指導⽀援事業（県委託）実施 
 ・市町村⽀援（2 市町村） 

住⺠健診報告会での保健指導 
 ・⻭科⼝腔保健指導⽤パンフレットの作成・活⽤ 
  「健康のための⻭周病予防」 

「お⼝の健康と全⾝の健康 定期⻭科受診しませんか︖」 
「お⼝の健康と全⾝の健康 糖尿病編」 

  「お⼝の健康と全⾝の健康 噛むことの⼤切さ編」 
「たばこが⻭や⼝に与える悪影響」 

    ※当会ホームページにてダウンロード可能 
 ・地域⻭科⼝腔保健推進連絡会・研修会の開催（2 回） 
〇⼤学等におけるかかりつけ⻭科医推進事業（県主催）協⼒ 
  ⻭科検診補助・保健指導  6 か所 

⻑野県学校保健会 
・幼、小、中、⾼、特別⽀援学校での定期健康診断における⻭科検診

の実施と事後措置 
・上記以外の⻭科検診の実施（秋の⻭科検診など） 
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・⻑野県⻭科医師会 ⻭科保健事業の実施 
 ⻑野県⻭科医師会⻭科衛⽣⼠による小学校、中学校、養護学校にお

ける⻭科保健指導 
・各校での⻭科保健指導の実施 
 学校⻭科医、⻭科衛⽣⼠との連携による⻭科保健指導、担任と養護

教諭とのティームティーチングによる⻭科保健教育、養護教諭によ
る⻭科保健指導 

・市町村における⻭科保健事業との連携 
⻑野県介護⽀援専門員
協会 

⽇々のケアマネ業務の中で、利⽤者に対し必要に応じて⻭科検診の
推進や保健指導等を実施。 

⻑野県⾝体障害者施設
協議会 

⻑野県⾝体障害者施設協議会に所属するそれぞれの施設が指定する
⻭科診療機関の⻭科衛⽣⼠の指導を必要都度受けている。 

松本⻭科⼤学 

・永年にわたり⾏ってきた障がいを有する患者や⾼齢者の施設に対す
る訪問⻭科診療や⼝腔ケアを継続的に⾏った。 

・⾃治体や企業からの要請による⻭科検診や⻭科保健指導を多数実施
した。 

・⼤学病院における⼈間ドックにおける⻭科検診プログラムを充実さ
せ、⻭科保健指導を活性化させた。 

信州⼤学医学部 ・塩尻市国保特定健診に併せた⻭科健診の実施 
・松本市⻭科医師会の⼝腔がん検診への協⼒ 

⻑野県市⻑会 
（諏訪市） 

⻭科医師会に委託し、妊婦⻭科検診・オトナの⻭科健診（20 歳・
30 歳・40 歳・50 歳・60 歳）を市内の⻭科医院で実施。個別で検
診・⼝腔保健指導を実施していただいている。 

⻑野県町村会 
（⻘⽊村） 

①妊婦⻭科検診  
妊娠届時に妊娠中の⼝腔内変化や⻭周病が与える出産へのリスクを

説明し受診勧奨を実施。 
②乳幼児健診  

⻭科医師による診察と⻭科衛⽣⼠による保健指導の実施。 
③⻭周病検診  

20・30・40・50・60・70 歳の村⺠に案内通知を発送するととも
に受診勧奨を実施。 
④後期⾼齢者⻭科⼝腔健診  

対象者や実施方法等を広報にて周知。 
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○ ⻭・⼝腔の健康と全⾝の健康の関連に関する普及啓発等 
団 体 名 内  容 

⻑野県⻭科医師会 
・朱紫⻑野県⺠健⼝⼤使による TVCM、ラジオ等の広報活動、⻭科 

⼝腔保健啓発楽曲コンテストの実施（学校等） 
 

⻑野県⻭科衛⽣⼠会 

〇第 21 回県⺠公開講座の開催 
 10 ⽉ 26 ⽇（⽇） 上⽥市交流⽂化芸術センター 
 「健康⻑寿を⽀える視点〜オーラルフレイルをご存じですか︖〜」 
   東京都健康⻑寿医療センター⻭科⼝腔外科部⻑  平野浩彦先⽣ 
〇地域⻭科⼝腔保健推進関係者研修会（県委託）講師派遣 
 ・お⼝の健康推進員育成研修会 5 か所 
 ・⻭科⼝腔保健指導⽤パンフレットの作成・活⽤ 
「⾼齢者のための⼝腔ケア」 ※当会ホームページにてダウンロード可能 
〇オーラルフレイル予防対策⽀援事業（県委託）実施 
 ・市町村等⽀援（6 か所） 
   オーラルフレイル予防教室 
   ⾷⽣活改善推進員等研修会 
   職員学習会 等 
 ・県主催「フレイル予防推進のための⽀援者研修会」講師派遣（2 か所） 
   オーラルフレイル予防 ⼝腔機能評価方法の体験学習 

・⻭科⼝腔保健指導⽤媒体の作成・活⽤ 
リーフレット「フレイル・オーラルフレイル対策」  
※当会ホームページにてダウンロード可能 

   クリアファイル「むすんでひらいてお⼝の体操」 
〇オーラルフレイル予防対策推進事業（市町村委託）実施 
  安曇野市・御代⽥町・⽴科町・飯綱町 
〇⻭科⼝腔保健啓発媒体（リーフレット）の作成・活⽤ 
  ⻑野県地域包括医療協議会地域医療啓発活動推進事業 
  「災害時のお⼝の健康管理」 
  ※当会ホームページにてダウンロード可能 

⻑野県学校保健会 

・各校の児童会、⽣徒会保健委員会での⻭と⼝の健康週間、⻭みがき
週間などの実施 

・各校での掲⽰などによる啓発 
・各校での保健だよりによる啓発 
・家庭との連携による⻭みがきの啓発 
・学校保健委員会において、テーマとして設定することによる啓発 

⻑野県⻭科衛⽣⼠ 
養成校協議会 

・⻑野市、上⽥市、塩尻市、駒ケ根市内の幼稚園・保育所、小・中学 
校、⾼齢者施設、障がい者施設等における、学⽣による⻭科保健 
指導の実施（実習） 

⻑野県保険者協議会
（国保連合会） 

⻑野県地域医療推進協議会（事務局︓国保連合会）では、健康に関
するやさしい医学を主題としたリーフレット「やさしい医学「信濃の
地域医療」」を年 10 回発刊（市町村等配布）し地域住⺠に提供して
いる。 
〇過去の⼝腔に関するテーマ 
   ・⼝腔がん 
   ・オーラルフレイル 

⻑野県介護⽀援専門員
協会 

業務の中で、利⽤者の⼝腔内の状態や嚥下状態の確認を定期的に⾏
い、各機関との連携を図っている。 
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松本⻭科⼤学 

・⼤学病院における医科診療科（内科・整形外科・⽪膚科）との連携
を⾏い、⻭・⼝腔の健康と全⾝の健康との関連に関して普及啓発を
⾏ってきた。 

・摂⾷嚥下機能リハビリテーションセンターを医科⻭科連携の下で運
営した。 

・⻭周病と骨粗鬆症との関連に対するコフォート研究を英⽂雑誌に報
告した。 

⻑野県保健補導員会等
連絡協議会 

・保健補導員等の資質向上及び保健予防活動を目的とし、研修会を 
開催した。 
 開催⽇︓令和７年 10 ⽉ 
 講演 ︓「笑いがもたらす健康効果について」 
 講師 ︓福島県⽴医科⼤学医学部疫学講座 主任教授  

⼤平 哲也 氏 
 笑うことがオーラルフレイルや認知症等を予防し、健康寿命の 
延伸に貢献できる可能性があることなどをお話しいただいた。 

⻑野県⾷⽣活改善推進
協議会 

・講演会の実施 
県⻭科医師会 平林正裕先⽣による「お⼝の健康が健康⻑寿を⽀

える」と題しての講演と体操の実技を⾏った 

⻑野県市⻑会 
（諏訪市） 

⻭と⼝の健康週間に合わせ、⾼齢者福祉課ではオーラルフレイルに
ついて、健康推進課では⼝腔の健康と全⾝の健康の関連について、広
報で啓発記事を掲載した。 

⻑野県町村会 
（⻘⽊村） 

・保健補導員 42 名に対し、オーラルフレイル予防リーフレットを 
配布。（県から頂いた資料） 
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○ その他の取組 
団 体 名 内  容 

⻑野県⻭科医師会 

・県内各⾼等学校等への⻭科衛⽣⼠職業紹介・相談会︓52 回 
・県内スポーツ団体へのスポーツマウスガード作製および⼤会での 

啓発活動 
・「⻭と⼝の健康週間」図画・ポスターコンクールの開催 
・県よい⻭の学校表彰の開催 

⻑野県⻭科衛⽣⼠会 
・災害⻭科⽀援⻭科衛⽣⼠育成研修会の実施 
・専門分野のスキルアップを目指す研修の実施 
  ⻭周病・⼝腔健康管理・地域連携 他 

⻑野県⻭科技⼯⼠会 ・地域ごとの「健康まつり」等への協⼒ 
・介護施設などで「義⻭ネーム⼊れ」 

⻑野県看護協会 ・看護職対象研修会 
 テーマ「嚥下体験から学ぶ摂⾷嚥下障害患者の看護ケア」 

⻑野県学校保健会 
・⻭科医院での職場体験等（キャリア教育） 
・公益財団法⼈⽇本学校⻭科医会「⽣きる⼒」を育む⻭・⼝の健康 

づくり推進事業 
⻑野県⻭科衛⽣⼠ 
養成校協議会 

・⻭科医療関係者⼈材育成⽀援事業 
 ⾼校⽣に対する職業紹介・相談会 

⻑野県保健補導員会等
連絡協議会 

各地域での学習会等で活⽤していただくため、「保健補導員等活動
のしおり」を作成し、オーラルフレイル、むし⻭、⻭周病及びその予
防方法について掲載している。 

⻑野県市⻑会 
（諏訪市） 

今年度から「2 歳児 はじめて⻭医者さん」を開始。2 歳児相談を
受けた親⼦に、市内の実施⻭科医院で⻭科健診・フッ素塗布・⼝腔保
健指導を１回無料で受けられる⻭科健康診査票（クーポン券）を配
布。⼝腔保健の推進とともに、幼児期からの、かかりつけ⻭科医の定
着を図る。 

⻑野県町村会 
（⻘⽊村） ・「⻭と⼝の健康習間」期間中にポスターの掲⽰。 
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 ２ 来年度（令和８年度）の取組予定 
○ ⻭・⼝腔の健康づくりの推進 

団 体 名 内  容 

⻑野県⻭科衛⽣⼠会 

・⻭科⼝腔保健啓発媒体の作成・活⽤ 
 ⻑野県地域包括医療協議会地域医療啓発活動推進事業 
・市町村（保育園）・障がい者施設・事業所健診等の⻭科⼝腔保健 

事業の委託・派遣 
・市町村等主催事業への協⼒ 

⻑野県看護協会 ・職員対象研修会として⻭科⼝腔保健セミナーを予定 
・関東甲信越地区法⼈会において⻑野県健⼝⼤使の派遣を依頼 

⻑野県⻭科衛⽣⼠ 
養成校協議会 ・ママフェスまつもと主催︓ おさんぽフェス（⻭科コーナー） 

⻑野県学校保健会 令和７年度と同じ予定 
⻑野県保険者協議会（国
保連合会） 「⼀体的実施・KDB 活⽤⽀援ツール」について引き続き提供を⾏う。 

⻑野労働局 

引き続き、関係事業主に対象業務従事者への⻭科医師による健康診
断実施の指導。 

また、全国労働衛⽣週間等を通じ、労働者の⼝腔の健康の保持・増
進に係る普及啓発の実施。 

⻑野産業保健総合⽀援
センター 

令和７年度同様、⻑野県⻭科医師会及び⻑野県栄養⼠会の御協⼒を
いただき、産業保健研修会において、研修を開催していただくことを
予定している。 

⻑野県介護⽀援専門員
協会 

詳細は未定であるが、研修会時に⻭科・⼝腔ケア等の内容について
適宜取り⼊れていく。 

松本⻭科⼤学 

・⻑野県唯⼀の⻭科医師養成機関として、教育・研究・臨床において
全⼒で取り組む。 

・優秀な⻭科衛⽣⼠養成のため全⼒で取り組む。 
・2027 年度における⻭科技⼯⼠科新設のための準備活動を⾏う。 
・地域⻭科保健啓蒙活動の充実のため、公開講座を開催すると共に各

種イベントに参加する。 

信州⼤学医学部 
・⽇本⼝腔ケア学会の開催※参考資料３ 
・⾷べる楽しみをささえる会の運営（研修会の開催） 
・⻑野県⼝腔ケアネットワークの運営（オンライン研修会の開催） 

⻑野県⾷⽣活改善推進
協議会 

・お⼝の健康推進員として、学びを深めながら県⺠への啓発を⾏って 
いく。 

・シニア世代を対象とした活動では、フレイル予防に加え、オーラル 
フレイル予防への啓発も⾏っていく。 

⻑野県市⻑会 
（諏訪市） 

全事業について、引き続き⻭科医師会に委託し、実施していく。 
⼝腔衛⽣指導者講習会については、現在は参加者が介護職・医療職

中心であるが、来年度から市⺠の⻭科⼝腔保健意識の向上を目的に、
事業の名称も変更して実施予定。 

⻑野県町村会 
（⻘⽊村） 

令和７年度取組を継続。 
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○ ⻭科検診の推進や⻭科保健指導の機会の充実 
団 体 名 内  容 

⻑野県薬剤師会 令和７年度事業（「受けよう⻭科チェック」声かけ事業）を継続して実
施する予定。 

⻑野県⻭科衛⽣⼠会 

〇市町村国保⻭科⼝腔保健指導⽀援事業（県委託）実施 
・市町村⽀援 
・⻭科⼝腔保健指導⽤パンフレットの作成・活⽤ 
・地域⻭科⼝腔保健推進連絡会・研修会の開催 

⻑野県学校保健会 令和７年度と同じ予定 
⻑野労働局 従前とおり 
⻑野県介護⽀援専門員
協会 令和８年度も同様に取り組んでいく。 

⻑野県⾝体障害者施設
協議会 令和７年度の取組を継続して⾏っていく。 

松本⻭科⼤学 

・訪問診療に従事するスタッフおよび設備をさらに充実させる。 
・⻭科検診や⻭科保健指導をさらに積極的に実施する。 
・⼈間ドック受診者を増加させ、⻭科健診プログラムをさらに充実 

させる。 

信州⼤学医学部 ・塩尻市国保特定健診に併せた⻭科健診の実施 
・松本市⻭科医師会の⼝腔がん検診への協⼒ 

⻑野県市⻑会 
（飯山市） 令和７年度の取組を継続して実施。 

⻑野県町村会 
（⻘⽊村） 令和７年度取組を継続。 

 
○ ⻭・⼝腔の健康と全⾝の健康の関連に関する普及啓発等 

団 体 名 内  容 

⻑野県⻭科衛⽣⼠会 

・第 22 回県⺠公開講座の開催 
  ⽇程未定  飯⽥市予定 
・オーラルフレイル予防対策推進事業（市町村委託）実施 
・⽇本⼝腔ケア学会 協⼒ 

⻑野県学校保健会 令和７年度と同じ予定 
⻑野県⻭科衛⽣⼠ 
養成校協議会 令和７年度と同じ予定 

⻑野県保険者協議会（国
保連合会） 

「やさしい医学「信濃の地域医療」」を通年、県内専門医等に執筆を
依頼、発刊。 

⻑野労働局 従前とおり 
⻑野県介護⽀援専門員
協会 令和７年度も同様に取り組んでいく。 

松本⻭科⼤学 

・⼤学病院における医科診療科との連携を⼀層密にした取組を目指
す。 

・摂⾷嚥下機能リハビリテーションセンターをさらに発展させる。 
・⻭周病と骨粗鬆症との関連に対するコフォート研究をさらに世界的

なものに発展させる。 
⻑野県市⻑会 
（諏訪市） 

引き続き広報やホームページなどの媒体を利⽤し、普及啓発を⾏っ
ていく。 



12 
 

○ その他の取組 
団 体 名 内  容 

⻑野県⻭科衛⽣⼠会 
・災害⻭科⽀援⻭科衛⽣⼠育成研修会の実施 
・専門分野のスキルアップを目指す研修の実施 
  ⻭周病・⼝腔健康管理・地域連携 他 

⻑野県看護協会 
・看護職対象研修会 
 テーマ 
「体験から学ぶ︕摂⾷嚥下障害患者の“⾷べる”を⽀える看護ケア」 

⻑野県学校保健会 ・第 42 回⻑野県学校⻭科保健⼤会開催予定 
⻑野労働局 従前とおり 
⻑野県市⻑会 
（諏訪市） 

令和７年度の取組を引き続き継続する。受診率向上のため、周知方
法など検討する。 

⻑野県町村会 
（⻘⽊村） 令和７年度取組を継続。 

 
 
３ 県への要望・意⾒等 

団 体 名 内  容 

⻑野県⻭科技⼯⼠会 

「⻭・⼝腔の健康づくりの推進」は全⾝の健康に直結する⼤切なこ
とだと理解しております。⻭科技⼯⼠は、⻭科医師の指⽰により⻭科
補綴物を製作する職業のため、患者や県⺠に対して前⾯に出て直接指
導や啓発をする⽴場でないことをご理解いただきたく存じます。また
⻭科医師会からの要請がありましたら、積極的に協⼒いたします。 

松本⻭科⼤学 ⻭科衛⽣⼠・⻭科技⼯⼠養成施設である本学衛⽣学院運営のための
補助⾦交付をご検討いただきたい。 

⻑野県保健補導員会等
連絡協議会 

オーラルフレイルの基礎的な知識を広く⼀般に周知し、予防や悪化
する前の気付きに繋がるような取組に⼒を⼊れていただきたいと思い
ます。 

また、⼝腔機能の維持・向上を推進するためには、⻭科技⼯⼠の⼿
作業による技術は今後も需要が⼤きいと考えられます。技術の継承や
若年層の働き⼿確保への取組も必要と考えます。 

⻑野県⾷⽣活改善推進
協議会 

県⺠の皆様にお⼝の健康についてもっと知ってほしいです。 
地域での様々な⾷改活動の中で啓発ができるので、啓発⽤の媒体

（リーフレット）などがあれば、いただけるとありがたいです。 
 
 
 
 

 


